
３月27日、文化・スポーツ活動で
優秀な成績を収められた子どもたち
を顕彰する、吉見教育基金の顕彰式
が市役所で行われました。

この基金は、平成９年３月に閉園
した和洋裁学校「吉見学園」からの
寄付金を基に創設されたもので、今
回顕彰されたのは、次の個人５名、
団体４団体の方々です。（敬称略）
■団体 白石中合唱団､白石中新体
操部､東中男子新体操部､東中合唱団
■個人 板橋竜貴､八島圭吾（以上
大鷹沢小）､草野美紀､大場有紀子
（以上白石中）､渡辺みか（東中）

４月10日、白石第二小学校内に、
空き教室を利用して、角田養護学校
小学部の分校「角田養護学校白石校」
が開校しました。既設校への養護学
校の分校設置は、県内で初めてです。
同校には、市内や蔵王町、七ヶ宿

町から９人の児童が通学しますが、
通学時間の大幅な短縮や、第二小学
校児童との相互交流も計画されるな
ど、児童や保護者たちは、地域で学
べる喜びをかみしめていました。
来年４月には、白石中学校内にも

中学部が設置される予定です。

４月11日、南蔵王に春の訪れを告
げる風物詩、福岡深谷地区の「水芭
蕉の森」が開園しました。

今年の水芭蕉は、３月中旬に降っ
た雪の影響で、例年より一週間程度
遅い開花となりました。
バックに「蔵王霊歌」が流れる中

開園式が行われ、この日を待ちかね
た見物客約100人が、所々に雪の残
る園内を思い思いに散策し、白い妖
精のような水芭蕉にうっとりと見入
っていました。

東保育園では、市のISO14001取得
に伴い、環境に配慮した責任ある行
動がとれる子どもになるよう、散歩
コースの空き缶や紙くずを拾い集め
るなど、環境美化教育に積極的に取
り組んでいます。
３月18日には、卒園する５歳児の

10人が、卒園記念に「ポイ捨てはや
めましょう」などと描いた手づくり
の看板を、近くの公園や道ばたに設
置しました。
園児たちは、「一年生になっても

ごみ拾いがんばるよ」と環境美化へ
の思いを心に焼き付けていました。

7 6

四
月
三
日
、
教
職
員
服
務
宣
誓
式
が
市
役
所
内

で
行
わ
れ
た
。
教
育
委
員
長
に
続
い
て
、
私
は
次

の
よ
う
な
挨
拶
を
し
た
。

「
私
が
生
涯
を
通
じ
て
あ
り

が
た
く
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、

小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
、

大
学
と
恩
師
に
恵
ま
れ
た
こ

と
で
す
。
反
面
、
生
涯
の
悔

い
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
私

を
産
み
育
て
て
く
れ
た
白
石

を
愛
し
、
こ
の
町
に
プ
ラ
イ

ド
を
持
つ
こ
と
を
教
え
て
く

れ
る
地
域
の
人
と
出
会
わ
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
で
す
か

ら
四
十
代
前
半
ま
で
、
い
か

に
し
て
白
石
を
脱
出
す
る
か

ば
か
り
考
え
て
い
ま
し
た
。

先
生
方
に
お
願
い
し
ま
す
。

子
供
達
に
、
白
石
が
素
晴
ら

し
い
町
で
あ
る
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
自
分
の
住
む
こ
の
町
に

誇
り
を
持
つ
市
民
を
育
て
て
頂
き
た
い
。」

茅
野
静
逸
さ
ん
は
私
の
ゼ
ミ
の
後
輩
で
、
平
成

十
一
年
三
菱
銀
行
の
専
務
取
締
役
を
経
て
、
三
菱

金
曜
会
の
事
務
局
長
を
や
っ

て
い
る
方
だ
。
彼
の
自
分
史

の
中
に
、『
星
昭
衛
君
』
と

い
う
項
が
あ
る
。

星
昭
衛
さ
ん
は
茅
野
さ
ん

の
高
校
時
代
の
親
友
で
、
新

潟
県
小
千
谷
市
の
山
奥
に
あ

る
十
二
平
分
校
の
先
生
を
し

て
い
た
。
小
千
谷
駅
前
の
交

番
で
十
二
平
へ
ど
う
や
っ
て

行
く
か
と
尋
ね
る
と
、
お
巡

り
さ
ん
が
「
お
前
さ
ん
、
や

め
と
き
な
さ
い
て
、
す
ご
い

山
ん
中
ら
い
ね
。
あ
ん
が
と

こ
行
く
者
な
ん
て
気
が
知
れ

な
い
て
。」
と
言
わ
れ
る
。

タ
ク
シ
ー
で
行
け
る
と
こ
ろ

ま
で
行
っ
て
、
そ
こ
か
ら
歩

い
て
二
つ
目
の
集
落
が
十
二
平
分
校
で
あ
っ
た
。

星
さ
ん
は
集
落
の
人
た
ち
か
ら
、
神
様
の
よ
う

に
尊
敬
さ
れ
、身
内
の
よ
う
に
親
し
ま
れ
て
い
た
。

「
一
杯
飲
も
う
」
と
学
校
か
ら
歩
い
て
三
十
分
か

か
る
酒
屋
で
、
焼
酎
と
つ
ま
み
を
買
う
と
、
帰
り

は
分
校
ま
で
、
店
の
息
子
が
二
人
を
リ
ヤ
カ
ー
で

送
っ
て
く
れ
た
。
近
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
差
し

入
れ
て
く
れ
た
鯉
こ
く
を
食
い
な
が
ら
、「
お
ま

え
は
日
本
一
の
先
生
に
な
れ
。」「
貴
様
こ
そ
世
界

一
の
バ
ン
カ
ー
に
な
れ
。」
と
一
晩
を
過
ご
す
。

翌
日
、
茅
野
さ
ん
は
音
楽
の
ニ
ワ
カ
先
生
に
な

っ
て
、
ロ
シ
ア
民
謡
を
が
な
り
た
て
た
。
翌
年
二

月
、
星
さ
ん
か
ら
手
紙
が
来
た
。「
君
の
お
陰
で

先
日
命
拾
い
を
し
た
。用
が
あ
っ
て
町
に
出
た
ら
、

雪
が
深
く
な
っ
て
行
き
倒
れ
て
し
ま
い
そ
う
に
な

っ
た
。
も
う
駄
目
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
郵
便
局

員
が
雪
の
中
を
歩
い
て
助
け
て
く
れ
た
。
た
ま
た

ま
君
が
送
っ
て
く
れ
た
手
紙
を
届
け
に
十
二
平
へ

来
る
途
中
だ
っ
た
の
だ
。」
と
。
そ
の
星
先
生
は
、

四
十
歳
前
後
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

茅
野
さ
ん
は
現
在
、
郷
土
、
新
潟
県
の
教
育
委

員
会
か
ら
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
委
嘱
さ

れ
、
高
校
生
の
た
め
に
講
演
会
を
開
い
て
い
る
と

い
う
。
志
半
ば
で
倒
れ
た
親
友
、
星
昭
衛
先
生
の

遺
志
を
継
い
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

今
、
日
本
の
経
済
は
真
っ
暗
闇
で
あ
る
。
政
治

家
や
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
、「
日
本
は
重
病
だ
。
日

本
は
ど
ん
ど
ん
貧
し
く
な
る
。」
な
ど
と
言
っ
て

い
る
。
こ
れ
で
は
ダ
メ
だ
。
日
本
は
滅
び
て
し
ま

う
。私

は
回
り
道
か
も
知
れ
な
い
が
、
根
本
的
な
処

方
箋
は
教
育
の
改
革
の
中
に
あ
る
と
思
う
。
ク
リ

ン
ト
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
教
育
を
立
て
直
す
と
言
っ

て
、
大
統
領
選
に
勝
利
し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
も
教
育

を
称
え
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
レ
ア
首
相
も
就
任
演

説
で
、
一
に
教
育
、
二
に
教
育
、
三
に
教
育
と
言

っ
た
。
教
育
を
重
視
す
る
こ
と
は
世
界
の
潮
流
に

な
っ
て
い
る
。

茅
野
さ
ん
が
十
二
平
分
校
を
訪
れ
た
の
は
、
昭

和
三
十
五
年
十
一
月
の
話
だ
と
い
う
。
今
時
、
タ

ク
シ
ー
を
降
り
て
、
か
つ
、
二
つ
も
の
集
落
を
歩

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分
校
な
ど
無
い
だ
ろ
う
。

反
面
、
過
疎
の
中
、
緑
も
人
情
も
子
供
も
、
そ
し

て
プ
ラ
イ
ド
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

川井市長の
せせらぎトーク

■分　校■

昨年度活躍した小中学生を顕彰

吉見教育基金顕彰式

地域で学べる喜びをかみしめて

角田養護学校白石校開校

自然・環境を守る市民の象徴

水芭蕉の森開園

ごみを捨てる人は大キライだよ！

東保育園で卒園記念に看板設置

白石ライオンズクラブ（会長：山
田宜さん）では、青少年の健全育成
に役立ててと、４月７日、役員の皆
さんが市庁舎を訪問し、啓発用立て
看板５基と街頭巡回指導員用の腕章
50枚の目録を川井市長に手渡し、市
に寄付されました。
立て看板は、市内中学校５校に設

置され、「おはようと朝の一声気持
ちよく」など、各校の生徒が考えた
標語が記されています。腕章は、街
頭を巡回する指導員が身につけ、青
少年の健全育成に役立てられます。

３月29日、キューブジュニア合唱
団に所属する小学生12人が、福祉の
里内のケアハウスやまぶきを訪問し
て、移動発表会を催しました。
団員たちは、ケアハウスの入居者

約30人を前に、ディズニーメドレー
や「ふるさと」などの合唱を披露し、
「いつまでもお元気で」などと書か
れたメッセージカードを配るなどし
て、入居者と交流しました。
同合唱団では、移動発表会を今年

から始め、今後も福祉施設などへの
訪問を計画していくとのことです。
�ホワイトキューブ　022-1290

４月６日、田町地区のつくし公園
で、恒例のつくし公園まつりが開か
れ、公園を利用している家族連れな
ど約100人が参加しました。

この日は、前日までの雨も上がっ
て青空が広がり、「みんなの公園」
をきれいで楽しい公園にと、参加者
全員で、200株の色とりどりのパン
ジーを植えました。
その後は、人形劇や春にちなんだ

歌を鑑賞するなど、参加者たちは楽
しい春の一日を過ごしていました。

急増している高齢者の交通事故対
策の一環として、白石第一小学校と
白石第二小学校の全校児童1,310人が
祖父母にあてた、交通安全のメッセ
ージをハガキで伝える、「さくらメ
ール作戦」の出発式が４月11日、白
石郵便局駐車場で行われました。
式典後、付託を受けた郵便局員た

ちが、小学生の思いをバイク20台に
乗せて、一斉に出発していきました。
５月11日から20日までの10日間に

は、市内各地で春の交通安全運動が
一斉に行われます。

青少年健全育成に役立てて

白石ライオンズクラブが市に寄付

ケアハウスやまぶきで美声を披露

キユーブジュニア合唱団移動発表会

自分たちの公園を美しく

つくし公園まつり

ハガキに交通安全の思いを託して

交通安全さくらメール作戦

まちかど･ズームIN!みなさんからの素敵な
情報を待ってます!

▲第二小学校の児童も歓迎の演奏を披露


